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第４次袋井市スポーツ推進計画（案）にかかるパブリックコメント実施結果について 

 

 

１ 実施状況 

（１）実 施 期 間  令和２年11月５日（木）～令和２年12月４日（金）午後５時  

（２）対   象  市内在住・在勤・在学の方、市内の企業・団体 

（３）資料閲覧場所  ・市役所２階スポーツ政策課  ・市役所２階情報公開コーナー 

・浅羽支所１階ロビー     ・月見の里学遊館１階市民サロン 

・はーとふるプラザ袋井１階正面玄関内 

          ・さわやかアリーナ１階エントランス 

・市ホームページ 

    

２ 実施結果 

（１）意見提出者数  ６人 

（２）提出意見数  11件 

（３）市の考え方・修正内容 

頁 意見・提言等の概要 市の考え方 

９・56 

30～40代のスポーツ実施率が低いが、

「誘い合っていける仲間がいない」「はじ

めるきっかけがない」といった理由が多

いので、サークル・団体等の組成や広報支

援も必要である。 

 30～40代のスポーツ実施率向上に関しまし

ては、働く世代や子育て世代が参加しやすいメ

ニューや託児所を用意する等、ニーズに合わせ

た教室やイベントの開催を検討してまいりま

す。また、地域のスポーツクラブ等の周知や活

動支援も行ってまいります。 

46・47 

少年野球で袋井市の大会を開催してほ

しい。 

 他の競技も含め、市で少年団の大会を主催す

るケースがないことが現状です。現状、各競技

団体等が主催し、市は「後援名義」「市長杯名義」

の使用にとどまっております。今後、市スポー

ツ協会や競技団体と協議し検討してまいりま

す。 

47 

スポーツ教室も定期で10回といった形

式だと参加できない場合もあり申込みし

にくい。単発の講座があれば気軽にエン

トリーできる。 

 教室を主催する指定管理者や市スポーツ協

会等とともに、より多くの市民が参加できるよ

う、ターゲットによって教室の実施形態を変え

る等の工夫を検討してまいります。 

47・52 

スポーツ施設や教室の情報が今一つ入

らない。やってみたい教室があっても土

曜日が多く参加できないため、平日夜や

日曜日にも開催してほしい。 

 市HPをはじめとする既存のツールの他、各種

メディアへの積極的な情報提供やICTの活用に

よる新たな情報発信方法の検討等、より多くの

市民に情報をお伝えできるよう努めてまいり

ます。また、教室開催日時については、市民ニ

ーズに捉えられるよう指定管理者や市スポー

ツ協会と連携を図ってまいります。 

60 

プロスポーツ選手等との交流機会を提

供してほしい。 

市主催のスポーツイベント等にアスリート

を招聘するなど、スポーツ選手との交流機会を

創出してまいります。 
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頁 意見・提言等の概要 市の考え方 

59 

スポーツ指導者の育成・確保の目的から

熱中症等に関する講義の記載があるが、ス

ポーツ障害に対するストレッチやトレーニ

ング、運動動作等の講義はないか。 

ジュニアアスリートの障害防止は、より長く競

技に親しむことだけでなく、市全体の競技力向上

を支える重要な役割を担っていると考えます。主

な取り組み内容「各年代に応じた適正な指導の徹

底」という項目中に次の文言を追加しました。 

主な取り組み内容「各年代に応じた適正な指

導の徹底」中に『医師や理学療法士によるケガの

防止に関する講義の実施』の文言を追加。 

60 

素晴らしい体育館ができたので、スポ

ーツ選手を招いたイベント等を開催して

ほしい。 

 さわやかアリーナを会場としてトップアス

リートが出演するスポーツイベントを企画・実

施してまいります。 

60～63 

 トップレベルの試合を実際に観戦する

ことで画面では得られない感動を受け、

興味が持てる機会になる。 

 さわやかアリーナやエコパにおけるプロス

ポーツや全国大会の誘致に積極的に取り組む

とともに、県や各種スポーツ団体がエコパで開

催する事業等の開催支援も行ってまいります。 

－ 

低酸素ルーム・高所トレーニングがで

きる施設が欲しい。 

 市内スポーツ施設に関しましては、既存の施

設の多くが老朽化しており、その予防保全を優

先的に進める必要があることから、本計画の下

部計画である「スポーツ施設３Ｒプロジェク

ト」に基づき、適正な管理・運営を実施してま

いります。新規施設につきましては、今後、本

計画の方針に照らしつつ、市民ニーズを調査す

る中で必要に応じて研究してまいります。 

－ 

備品やユニフォームの購入補助等、市

スポーツ少年団登録チームの活動を支援

してほしい。 

 少年団に関しましては、現状、市スポーツ協

会を通じて会場使用料を減免しております。更

なる支援に関しましては、より多くの児童が少

年団へ加入しやすく、また継続して活動できる

よう市スポーツ協会とともに今後検討してま

いります。 

－ 

袋井北小学校グラウンドに授業で使用

しているサッカーゴールとは別にスポー

ツ少年団用のアルミサッカーゴールの設

置をお願いしたい。 

 重点施策「（２）ジュニアアスリートを支える

地域スポーツの充実」にもありますように、子

どもたちのスポーツ環境の充実に向けて取り

組んでまいります。なお、本事案につきまして

も、本計画の方針に照らし、市民ニーズや状況

を踏まえて判断してまいります。 

 


